
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜赤団 入場 ＞                ＜白団入場＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜1年生 児童代表のことば＞              ＜選手宣誓＞ 

平成２９年 

９月 25日（月） 

＜学校の教育目標＞ 

自ら学び 豊かな心とたくましく生き抜く力をもち 

ふるさとを愛する 児童の育成 

都城市立 縄瀬小学校 学校だより 

    「おはよう！」 

 

9 月 19 日（火）平日開催となり、準備・運営・応援・後片付けまで、たくさんの保護者の皆様・地

域の皆様方にご加勢をいただきました。お陰様で、子どもたちは、力いっぱい走り、踊り、応援し、

競技に取り組みました。平日でしたので、お仕事の都合を付けてお時間を作っていただくのも大変だ

ったこととお察しいたします。そんな中でも子どもたちのために、たくさんの皆様方が駆けつけてく

ださり、にぎやかな運動会にすることができました。子どもたちは、声援や拍手をたくさんいただい

て、さらに頑張る力が湧いてきたようです。誠にありがとうございました。心より御礼申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ＜白団 応援＞                  ＜赤団 応援＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ＜全校リレー アンカー＞           ＜1・２年生と高齢者玉入れ・赤団＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＜３・４年 表現 「学園天国」＞       ＜1・２年生と高齢者玉入れ・白団＞ 

 

 

 

 

 

 

                           ＜全校団技 「綱引き」＞ 

たくさんの高齢者の皆様が参加して

くださいました。子どもたちは一緒に玉

入れができて、嬉しそうでした。参加し

てくださった高齢者の皆様、ありがとう

ございました！ 



＜厄払い記念式典＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１・２年 表現 「ヒーロー」＞           ＜6年 親子団技＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜５・６年 表現「NAWAZEソーラン 2017」＞    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜奴踊り・保存会の皆様と＞ 

 

 

 

 

 

 

 昭和 63 年度の卒業生の皆様方から「厄払い記

念品」として、一輪車を 15台頂戴しました。学校

には一輪車があるのですが、どれも古く、さび付

いていて、高さ調節ができないなどの不具合があ

りました。15台の新品の一輪車に乗れるのを楽し

みにしている子どもたちです。 

 毎年、母校のために、たくさんのご支援をして

くださる卒業生の皆様方、誠にありがとうござい

ます。 



 

                          

 

 

 

 

 

 

 

＜優勝旗・応援賞トロフィー授与＞ 

 

            

 

 

＜団長あいさつ＞                            ＜団長あいさつ＞ 

 

 

 

 

 

＜参加賞授与＞ 

                         

     

 

 

 

 

 

                            

今年の団長は、6年の横谷怜王君、 

坂元太雅君でした。最後の団長あい

さつでは、団長に決まってからの思

いや決意、そして、競技を終えた後

の達成感や、友達・保護者・地域・

職員への感謝の思い、団長という大

役をやり遂げたことで、成長したこ

となど自分自身をしっかりと見つ

め振り返りながら、力強く述べてく

れました。素晴らしかったです。5年

生以下の子どもたちは、運動会でリ

ーダーシップを発揮する団長の姿

から、来年につながる大事な物を学

び取ってくれたことと思います。 

 運動会とは、学校行事の中で最も

子どもや学級集団が成長できる行

事です。ですから職員も指導に力が

入ります。6 月には平川体育主任に

計画案を出してもらって、着々と準

備・指導を積み重ねてきたところで

す。保護者の皆様・地域の皆様方に

おかれましても、1 年前の運動会と

比べて、それぞれの子どもたちが

「成長したな。」と少しでも感じて

いただければ嬉しいです。 

 そして、この体験が今後の学校生

活における様々な場面で活かされ

ることを願っています。 


